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第３部 各地区の特色ある活動と

公民館の役割 
 
第８章 文化的中心地区のまちづくりと

公民館（座光寺地区） 
 
第１節 座光寺の概要102 

座光寺地区は、飯田盆地の北西部に位置し、

飯田市の北の玄関口であり、東に南アルプス

を望む、天竜川西岸の河岸段丘上の傾斜地で、

天竜川原から（標高およそ 400m）、猪の山扇

状地（標高およそ 700m）まで標高差が 300m
の上・中・下段に分かれる段丘地である。上

段は江戸時代から原野・山林の開発を進め、

昭和の桑畑を経て、現在は果樹生産地帯と新

興住宅地として発展してきた。中段は、古墳

郡、東山道、郡衙跡と推定される恒川遺跡が

あり、古代南信州北部の中心地として栄えて

いた。1984（昭和 59）年の国道 153 号線バ

イパスの開通により、沿線に商業集積地帯が

形成され、中段にある元善光寺の門前町は衰

退した。下段は、米作や養鯉業が盛んであっ

たが、基盤整備に伴う新田開発によって広い

田園となり、また新たな道路の開発により、

商工業が増えてきている。座光寺地区では、

山林が約 3 分の 1 を占めているが、周辺地域

に比べると、比較的山間部が少ない地域であ

るという特徴がある。 
座光寺の歴史は非常に古く、地域の至る所

から縄文・弥生時代の土器や石器が多数出土

しており、飯田市において 2 番目に多い 77
の古墳がある。また、日本最古の貨幣や銀銭

も座光寺から発掘されている。座光寺という

名は、江戸時代に「座光寺村」という名で成

立し、1956（昭和 31）年に、飯田市に合併

され、現在の「座光寺」に変更した。この地

域にある古い建物は、元善光寺や麻績神社な

どのお寺や神社、それから江戸時代から明治

時代に建てられた 100 年以上も前の古い民

家がたくさん残っており、歴史的文化財を多

く持っている。また、座光寺地区は、正式に

ではないが、「麻績の里」ともよく呼ばれて

いる。現在は、面積 8.94 ㎢で、人口は 4,692

                                                      
102 座光寺の概要は、先方当日配布資料「座光寺

地区について」、および『私たちのふるさと座光

寺』に基づき、まとめた。私たちのふるさと座光

寺編集委員会編『私たちのふるさと座光寺』座光

公民館、2009 年、pp.13-17、141。 

人で世帯数は 1,533 世帯である。高齢化率は、

25.2％（飯田市全体で 27.2％）である。 
座光寺地区は、2007（平成 19）年に地域

自治組織へ移行し、「座光寺地域自治会」と

いうまちづくり委員会は、5 つの委員会と特

別委員会を設置し〈図表 19〉、全委員数は 198
人である。 

 
第２節 座光寺公民館 
１ 座光寺公民館の概要 

飯田市の地区公民館とする座光寺公民館

は、1986（昭和 61）年に建設され、対象地

域の人口は約 4,692 人、対象地域の面積は

8.94 ㎢で、建物の専用面積は 901.6 ㎡である。

公民館の館長は、地域住民から選出された非

常勤特別職である。また、座光寺自治振興セ

ンターの所長が副館長補佐として任命され、

自治振興センター業務と公民館業務の連携

調整を図る役割を担っている103。公民館では、

文化部（委員 18 名）、体育部（同 11 名）、広

報部（同 9 名）、健全育成部（24 名）を設け

ており、計 63 名の公民館委員がいる。 
公民館の基本方針は、座光寺地域づくりの

「文化と歴史の薫る心豊かに暮らせる麻績

の里座光寺」という目標、および「自ら考え

自ら行なう」という自立の精神に即し、公民

館活動の原点に立ち返り、「自ら考え自ら行

なう」を公民館活動の基本に据えている104。

公民館の事業には、「文化事業」、「広報事業」、

「体育事業」、「育成事業」などがあり、「地

域づくりフォーラム」が毎年定例の事業とさ

れている。この地域づくりフォーラムは 2003
（平成 15）年度より公民館を主体に、各種

団体長が集まり地域づくりフォーラム運営

委員組織を設立し、年約 4 回運営委員会およ

び分科会を行う。「地域の課題は地域で解決」

を共通認識に、地域で課題解決に取り組むこ

とを目的とする。フォーラムテーマの「健康

で安心して暮らせる麻績の里」に対し、2 つ

の分科会「子育て分科会」と「地域自治分科

会」を設置し、実践に向けた検証と取り組み

を行う。この地域フォーラムは座光寺公民館

                                                      
103 飯田市教育委員会『平成 21 年度教育要覧』飯

田市教育委員会、2009 年、pp.143-145。 

104 「長野県飯田市｜飯田市役所」 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/service/det
ail.jsp?id=4304（平成 21 年度・座光寺公民館基本

方針、最終アクセス日：2010 年 4 月 12 日） 
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の柱事業とされ、各種団体で組織化できたこ

とは今後の地域づくりにとって大きく期待

される。 
 
２ 座光寺公民館での文化活動105 
 座光寺公民館で行う文化、地域づくり事業

は、学級講座の「竹田糸操り人形製作講座」、

および文化事業の「座光寺人形劇まつり」、

「座光寺地域文化祭」などがある。 
  

（1）｢竹田糸操り人形製作講座」 
一般と子供向けの月 3 回の年間講座であ

る。一般講座は、人形の製作及び実技を習い、

小学生による子供向け講座では、例年 8 月の

いいだ人形劇フェスタの地区公演や 2 月の

座光寺文化祭に向けて、自作の人形を使い創

作人形劇の上演に取り組んでいる。 
 

（2）座光寺人形劇まつり 
座光寺人形劇まつり実行委員会を組織し、

地区公演を開催している。地区公演を「座光

寺人形劇まつり」と称し、地域の特色を生か

す企画公演を行っている。地域が主体的に関

わり、住民相互や人形劇人との交流の場とし

て実施する。歴史的建造物を会場に使用した

公演・屋台の出展等、観賞のみのフェスタ概

念を覆すモノ作りに取り組んでいる。 
  

（3）座光寺地区文化祭 
地域のみんなでつくる文化の祭典として

位置づけられ、多彩な催しを毎年 2 月上旬に

行う。例年行われるグループ・サークル、各

種団体の作品展示や芸能発表、福祉バザー、

お祭り広場などのほか、特別展として地元著

名人の作品展などを開催する。また、子供を

対象とした体験コーナーを設けることによ

って、その参加を促している。この文化祭は、

単にグループ・サークルの発表・展示の場だ

                                                      
105 平成 17 年度から 20 年度までの「座光寺公民

館活動記録」を参照。 
「長野県飯田市｜飯田市役所」 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/service/det
ail.jsp?id=2414、 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/service/det
ail.jsp?id=2465、 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/service/det
ail.jsp?id=2520、 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/service/det
ail.jsp?id=4261（最終アクセス日：2010 年 4 月 12
日） 

けではなく、地域を見つめ直すという視点か

ら、地域住民が一堂に会して、「地域づくり

のありかた」について考える良いきっかけづ

くりになったという。 
 

第３節 座光寺地区の地域づくり106 
座光寺地区は、飯田市の市制改革である地

域自治組織の発足に合わせ、2005（平成 17）
年に地域を目指す将来像および基本構想・基

本計画を策定した。座光寺地域づくりの将来

像は、「文化と歴史の薫る、心豊かに暮らせ

る麻績の里 座光寺〜自ら考え自ら行動する

里づくり〜」であり、住民が積極的に参加し

地域の持つ優れた特性（里山、文化、歴史、

景観、桜等）を生かし、皆で、自ら考え自ら

行動し、地域の個性を確立していこうとする

活動と努力により、明るく心豊かに暮せる地

域づくりである。この将来像の実現に向け、

座光寺地区の基本構想・基本計画（2007（平

成 19）〜2016（平成 28）年度）において、

主要な施策を 6 つの里づくり107に体系化し、

そして重点的に取り組む 5 つの課題を上げ

た108。この構想を推進するために、座光寺地

区では、2007（平成 19）年に「座光寺地域

自治会」というまちづくり委員会が設置され、

地域自治組織へ移行した。この「座光寺地域

自治会」は、既存の 9 団体から、5 つの委員

                                                      
106 座光寺地区の地域づくりについては、小島稔

公民館長の紹介、先方当日配布資料の「座光寺地

区の地域づくりについて」および『座光寺地域基

本構想・基本計画』を参照。『座光寺地域基本構

想・基本計画』は自治会員をはじめ、各種団体、

地域代表、公募委員、顧問として参画をお願い

した学識経験者、そして支所職員などの参加で

作られた。座光寺地域自治会「文化と歴史の薫

る・心豊かに暮らせる『麻績の里 座光寺』：自

ら行動する里づくり」（『座光寺地域基本構想・基

本計画』）座光寺地域自治会、2007 年、p.44。 
107 6 つの里づくりとは、「心通い合うふれあい

の里作づくり」、「地域を愛し自ら行動する人が

育つ里づくり」、「自然、歴史・文化の誇れる里

づくり」、「快適で、安心・安全なやすらぎの里

づくり」、「地域の特性が光る活力ある産業の里

づくり」、「麻績の里づくりを支える基盤整備」

である。同上、p.8。 
108 ５つの課題とは、「くだものの里づくり」、

「麻績の里の振興」、「地域内を結ぶ道路ネット

ワークの整備」、「親しみのもてる天竜川河川敷

の創造」、「歴史文化を活かした人づくり」であ

る。同上、p.9。 
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会（自治委員会、環境衛生委員会、生活安全

委員会、健康福祉委員会、公民館委員会）に

なり、また 5 つの特別委員会も設置しており、

全委員数は延べ 198 人である。「座光寺地域

自治会」を編成するにあたって、特に重点が

置かれたのは、従来の指示待ち、請負の自治

からの脱却である。これにより、今まで行政

からの指示および指導を住民に伝達するだ

けの自治方式から、現在の「座光寺地域自治

会」の組織編成に変わることができた〈図表

19〉。自治会の特徴は、5 つの委員会の上に

「麻績の里座光寺振興会議」を設置し、委員

会同士は、この振興会議で連携し、協力し、

話し合う。「麻績の里座光寺振興会議」は、

最高の議決および執行の機関である。 
今回座光寺公民館の訪問において、小島稔

館長から、特に、文化を中心とする「麻績の

里の振興」という課題に関連する、2009（平

成 21）年度第 25 回ムトス飯田賞109を受賞し、

表彰された「麻績の里振興委員会」を紹介し

て頂いた。 
 

１ 麻績の里振興委員会の発足までの変遷 
麻績は、座光寺全体をさすが、麻績の里振

興委員会の対象地域は、主に文化資源が集中

する地区を中心とする。この文化地区におい

て、1999（平成 11）年に麻績の里振興委員

会が立ち上げられる前に、1989（平成元）年

に元善光寺公園整備委員会が発足した。当時

はこの文化地区が人形施設の拠点とされ、地

域住民から出された体育館建設の要望も市

に受け入れられたが、当時財政難で、実現で

きなかった。1993（平成 5）年に、壮年団お

よび史学会は、活発に自治会に住民側の要望

および意見を出し、更に、市の計画に対し、

厳しい質問を行った。1996（平成 8）年に、

飯田市は、この地区において、1873 年に作

                                                      
109 飯田市では「ムトス」を地域づくりの合言葉

にし、私たち一人ひとりの心の中にある、「愛す

る地域を想い、自分ができることからやってみ

よう」とする自発的な意志や意欲、具体的な行動

による地域づくりをめざしている。また、ムト

ス飯田賞とは、まちづくりへの参画意識を高め

るきっかけづくりを目的とする賞である。 
「長野県飯田市｜飯田市役所」
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/info/detail.
jsp?id=1341、 
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/www/info/detail.
jsp?id=1342（最終アクセス日：2010 年 4 月 12 日） 

られ、歌舞伎の舞台としても学校としても使

われた麻績校舎の復元工事を行い、北部コミ

ュニティ・センター（麻績の館）及び竹田人

形館の建設を行った。上述の文化施設の建設

は、1995（平成 7）年度以降に具体化し、1998
（平成 10）年度に完成した。しかし、これ

らは市と自治体の主導で進行され、住民の願

いとは少しずれた面があり、作られた施設は

有効活用を図る必要性が求められた。 
 

２ 麻績の里振興委員会事業活動の変遷 
1999（平成 11）年、教育委員会は、麻績

の里を竹田人形館、麻績の校舎、麻績の館の

3 つに限定し、自治会に「麻績の里の振興」

を要請し、これらの文化施設の活用を促した。

自治会はこの要請を受け、23 団体、39 名の

委員から、「麻績の里振興委員会」を結成し

た。2002（平成 14）年までは、その活動は

主に、麻績の施設の有効利用、史跡環境の整

備、舞台校舎・竹田人形館を文化拠点にする

ことの 3 つを中心として行われた。これらの

活動により、竹田人形を支える会が結成され

た。そして、地域の文化財を紹介する麻績の

里のマップの作成、元善光寺の案内図板の作

成、文化財等を解説する立て看板・標柱の設

置、南本城での講演会・現地学習会の実施、

麻績校舎の読み物づくりなど、地域資源の発

掘および世に出す活動を行う、などの成果が

挙げられる。 
2003（平成 15）年、麻績の里振興委員会

は、今までの歩み、および自治体との関わり

を整理するため、1 年間の活動を休止した。

2004（平成 16）年に一般公募委員 21 名（30
代の若手が 10 名）を中心に、再スタートし

た。この再発足に伴う取り組みの検討と活動

内容は、元善光寺を含めた一帯的な振興、南

本城を核にした城跡の公園整備、文化施設の

有効利用および環境整備、地域に残る文化

財・自然の保全管理の 4 つを中心とする。そ

の成果として、現在、地区にある施設の有効

利用に加え、麻績の里舞台桜は有名になり、

南本城の公園化も進んだこと、城跡は市の指

定史跡になり、元善光寺への遊歩道も手作り

で復活したこと、更に最も重要なのは住民の

文化度が高まったことが挙げられる。 
麻績の里振興委員会は今後の課題が、地域

の住民を担い手として、桜保護、南本城公園

化、文化ゾーン（後述）周辺の道路改良計画、

元善光寺との一体的な振興など、恒川清水を
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中心にした郡衙遺跡保存など、地域全体に資

源発掘、保存活動を広げていくこととされる。

これらを担うのは地域の住民であるとされ、

そして座光寺の土地利用計画の活用も期待

される。 
 

３ 座光寺の土地利用計画の「麻績の里文化

ゾーン」の設置 
座光寺地区はその地域づくりの方針に従

って、地域の特性と個性を生かした土地利用

に重点的に取り組むゾーンを設け、具体化に

向けた作業を進めている。設定されたゾーン

の中には、「森林環境保全」、「くだものの里」、

「住宅環境創造」などのゾーンのほか、特に、

文化づくりを重視する「麻績の里文化ゾー

ン」〈図表 20〉が設定されている。この麻績

の里文化ゾーンは、旧座光寺麻績の学校校舎

をはじめとして「麻績の里」を象徴する歴

〈図表 19〉飯田市座光寺地域自治組織 

 
出典：座光寺地域自治会「文化と歴史の薫る・心豊かに暮らせる『麻績の里 座光寺』：自ら行動

する里づくり」（『座光寺地域基本構想・基本計画』）座光寺地域自治会、2007 年、p.45。 
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史・文化資産が数多く存在しており、それら

を保全し、良好な景観を育成することが求め

られている。ここでは、自治振興センター、

公民館、麻績の校舎、舞台桜、麻績神社、竹

田人形館、麻績の館、麻績会館などが地域づ

くりの施設や資源として、非常に重視されて

いる。このゾーンの基本的な方針は、歴史・

文化資産を保全し、文化と歴史の薫る麻績の

里にふさわしい景観を目指し、里山、農村風

景、歴史・文化資産などが融合した景観を守

るため、地域の歴史的資産を生かした計画的

な土地利用に向けた取り組みを支援するこ

とである110。 
 

第４節 考察と今後の課題 
座光寺地区は、歴史的、文化的な資源をた

くさん有し、文化資源の保護、発掘、広がり

を中心課題として、地域づくりを発展させ続

けている。文化的中心地区のまちづくりを行

う麻績の里振興委員会の運営は、座光寺公民

館委員やその OB による方向づけによって、

発展した面が強いとされる。地域マップおよ

                                                      
110「座光寺地域土地利用方針（素案）」を参照。 
「長野県飯田市｜飯田市役所」
http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/open_imgs/info/
0000000168_0000008688.pdf（最終アクセス日：

2010 年 4 月 12 日） 

〈図表 20〉座光寺地域土地利用将来構想図 

 
出典：私たちのふるさと座光寺編集委員会編『私たちのふるさと座光寺』座光寺公民館、

2009 年、p.157。 
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び看板づくり、公民館の健全育成部の「子ど

も桜ガイド」の組織・指導、公民館歴史資料

製作委員会による地域学習に役立つ「私たち

のふるさと座光寺」の出版など、座光寺公民

館は、麻績の里振興委員会の活動に積極的に

参加している。座光寺公民館の事業内容は、

「竹田糸操り人形製作講座」、「座光寺人形劇

まつり」、「座光寺地区文化祭」などを通じ、

地域文化を伝承し、広める一方、「地域づく

りフォーラム」の導入により、地域課題の共

通理解を求めることは、地域のさまざまな面

と密着し、公民館の住民参加を促すことに、

高い成果が得られると考えられる。今回の学

習会で、2009（平成 21）年度から座光寺公

民館長の職にあり、麻績の里振興委員会の事

業を紹介してくださった、小島稔館長は、

2004（平成 16）年の麻績の里振興委員会再

発足の際、自治会の委員でありながら、麻績

の里振興委員会の委員長を兼任した経験が

あり、同館長より座光寺公民館における今後

麻績の里振興委員会の文化づくりとの連携

が更に発揮されることと考える。 
執筆者の出身地である台湾には、現在主な

生涯学習施設として、行政の指導により設置

され、官設民営の形で運営される｢コミュニ

ティ大学（社区大学）｣がある。大学という

名称がついているが、地域の一般成人に向け

た社会教育施設であり、発足してから 11 年、

現在既に 100 校以上が設置されている。日本

の公民館と同じく社会教育施設と位置づけ

られるコミュニティ大学は、主に趣味、教養、

地域課題などの各分野に関する講座を設け、

地域住民に学習機会を提供している。学習者

に多様な学習活動を提供する一方、コミュニ

ティ大学のもう一つの中心的な理念は、まち

づくりおよび住民参加を促すことにより、住

民の地域意識・市民意識を高めることである。

しかし、殆どのコミュニティ大学は行政によ

る補助金への依頼が大きく、財政的、人的資

源の有効活用という課題を抱えている。今回

の飯田市社会教育調査を契機として、座光寺

公民館そして飯田市の公民館の運営内容を

調査し、その実績および事例を、台湾におけ

るコミュニティ大学の運営、行政との関わり、

そしてまちづくりに関する事業内容、その他

の団体との連携方式などに活かしたいと考

えている。また、座光寺公民館のように、文

化事業に参入することの成果は、地域文化資

源の保存、発掘、再発見が重要な課題とされ

る台湾の地域団体、学習施設に対しても非常

に重要な示唆を持つ。今後の課題として、座

光寺公民館と麻績の里振興委員会、そして座

光寺地域自治会との連携関係について、調査

を行いたいと考えている。例えば、台湾のコ

ミュニティ大学におけるまちづくりに関す

る事業は、主に以下の 3 種類に分けられる。

1 つは、運営側による定期的に計画された講

座である。もう 1 つは、短期的に、国のまち

づくり政策に即し計画書の審査を経てから

行われるまちづくり講座・事業、最後に行政

側の依頼によって設置されるまちづくり講

座・事業である。したがって、座光寺公民館

における文化づくり、まちづくり関連事業が、

どのように形成され、そして麻績の里振興委

員会および座光寺地域自治会の事業計画と

実行の自主性がどうなっているかは、今後の

調査課題である。 
（王 美璇） 

 
 
第９章 中山間地区のまちづくり（柿野

沢集落）111 
 
第１節 柿野沢集落の概要 
 飯田街地から車で 30 分、平均標高 500 メ

ートル、眼下に天竜川を望む段丘の上に位置

している柿野沢集落は、昔から米・酪農・養

蚕で発展してきた。柿野沢のある下久堅地区

は江戸時代からずっと和紙産業が中心とな

っていたが、現在、産業としてはもう終わっ

てしまい、地域の伝統文化として定着しつつ

ある。 
 89 世帯で大体 300 余人の小さい集落であ

るが、65 歳以上の住民は 85 人もおり、高齢

化がかなり進んでいる。しかも、中山間地に

あるため、山をけずりとって農産物を作って

いる。200 メートルもの高低差がある急峻な

地形の中で生活しているにもかかわらず、地

域の住民たちは、きのうよりすこしでも良い

生活環境を創るための努力を止まることな

く今日まで続けてきた。昔の公会堂づくり、

道づくり運動から、現在の集落営農組合の設

立まで、さまざまな活動から、集落として自

立しようとする姿勢と住民たちの互助の精

                                                      
111 本章は、現地調査における、飯田市柿野沢

農家組合の代表・宮内博司さんのお話及び当日

の配布資料に基づくものである。 
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神がうかがわれる。 
 
第２節 柿野沢集落の地域づくり 
１ 地域の和――先人の努力 
 柿野沢には、明治、大正にわたる 60 年の

間、集落に 2 ヶ所の神社があったことから、

北部、南部の和の取りにくいところであった。

1932（昭和 7）年、地域の人たちが集落の和

を目指して、北と南から歩数で距離を測り、

縦も横も真ん中のところで公会堂を作った。

こういう公会堂を作ることは、集落を一つに

まとめる地域づくりの先駆けとなった。 
 この動きを継承し、1946（昭和 21）年に

「柿野沢の道づくり運動」が発足した。それ

は、食糧増産のために、道路の整備がまず必

要となったからである。そこで、財産割の資

金と労力奉仕によって、「手弁当道路」12 キ

ロメートルが着工することとなった。常に互

いの顔を見ながら汗を流す道づくりから、い

つしか集落の結束を強めると同時に、労力提

供のできない家庭をかばい合う互助の精神

を育んでいった。これら区全体の熱意は柿野

沢の基本となり、それ以降、大きな公費が集

落内へ入ってくる大きな先鞭となっている。 
 これらの道路、環境の整備事業は、地元資

金の借入によるものであった。当時、集落の

環境整備事業に数多くの住民の関心が寄せ

てきた。事業での成功者や歴代区長をはじめ、

住民の寄付によって、700 万円を集めた。そ

して、当時貯金の金利が 5.6％という高さで

あったため、皆の合意で、残りのお金を地元

の郵便局に預けることにした。そうすること

で、10 年の預金期間を経て、元金に金利が

つき、元のお金が返ってきた。そういう中、

住民たちは資金の使い方の重要性を覚え、自

分たちの知恵をいかして自助努力の意欲が

高まってきた。 
 
２ 農業の問題と振興――無人販売と「ひさ

かた御膳」 
 柿野沢は中山間地に位置するため、耕地不

足という実情に加え、1980 年代から社会環

境変化・輸入農産物や食生活の変化による農

産物価格の低迷などの原因で、区の産業構造

が急激な変化が起こり、兼業化・離農する者

が続出し、高齢化や後継者不足といった問題

が深刻化していく。そこで、柿野沢が農業振

興のために、さまざまな試みを行ってきた。

それを以下にまとめる。 

（1）地域合意の形成112 
 飯田市は、1988（昭和 63）年、地方が大

都市一極集中に対して、いかに地方自立をす

るかという生き残りをかけて、「農業地域マ

ネージメント事業」を行い始めた。基本とす

る理念は、農家・会社員・自営業などそこに

暮らすすべての人たちが、地域にどのような

課題があるか掘り起こし、皆で解決方法を考

え、労力やお金を出して解決するという「集

落複合経営」である。つまり、生産を主体と

する農業振興ではなく、地域づくりを行う農

村振興に中山間地域の命運を託したのであ

る。 
 この考えは旧村単位の地区会議を経て、

500 を越える集落単位に浸透していった。柿

野沢は昔から道づくり運動といったような

長い村づくりの歴史の上に、現在、こういう

取組がかなり進んでいる。高齢化の兆しは見

えていたものの、土地に対する執着心がまだ

まだ強い時代であるためか、30戸の農地を、

中核となる酪農農家に集積することに成功

した。また、このような地域づくりの営みの

中、30～40代が中心的役割を果たすことで、

集落の担い手として自立心が芽生え、さらに

兼業農家に地域農業の関心が生じ始めた。 
（2）農産物の加工販売 
 柿野沢は地域住民すべてが力を合わせて

地域づくりを行った先進地として注目を集

めている。柿野沢はかつて農産改良普及所が

共同炊事のモデル地域に指定したこともあ

り、婦人たちのまとまりのよい地域で、婦人

組織の一つに「こぶし会」がある。当時、集

落の南半分の殆どの主婦たちが加入し、地域

づくりのベースとなっていた。農産物、農産

加工品の生産が活発になったきっかけのひ

とつに、1985（昭和 60）年ころよりこの南

側の婦人たちが始めた無人販売があった。正

月を除く毎朝 6 時半頃から日暮れまで、自分

の家の記号を書いてあるビニール袋で農産

物を売っている。当番が出荷と残品を記帳し、

後日清算する。こういうような無人販売所は

現在、集落の北と南に一個ずつ設置してある。

この無人販売の成功により、地域の生産は活

気づき、耕作放棄地が減少した。 
 農業振興のために地域挙げの試みのもう

一つの成功事例として、「ひさかた御膳」が

                                                      
112 「地域合意形成の進め方」（配布資料）を参

照。 
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第１節 三穂地区の概要 
三穂地区は飯田市三穂盆地に位置し、三穂

丘陵と高松丘陵に囲まれ、豊かな自然に恵ま

れた里である。自然だけではなく、歴史・文

化に恵まれた地区でもある。1940 年代には

2,800 人ほどの人口だったが、現在の人口は

1,572 人、世帯数 447 世帯である（2010（平

成 22）年 2 月末現在）115。しかも、少子高

齢化が進んでおり、中山間地の課題がここに

もある。三穂地区は一世帯あたりの人数が平

均 3.5 人を上回っており（第 2 章、〈図表 7〉）
を参照のこと）、この一世帯あたりの人数は

飯田市のなかで最も多くなっている。つまり、

この地区は単身世帯や核家族世帯の割合が

他の地区と比べて低いことが予想され、地域

コミュニティとしての基盤が強固に維持さ

れている地域であると考えられる。 
 
第２節 三穂地区自治組織について 

三穂地区では、まちづくり委員会会長の塩

澤正夫氏と、公民館長の今村嘉孝氏にお話を

伺うことができた。本節は塩澤氏のお話を中

心にまとめたものである。 
以前から、青少年健全育成組織、自治会そ

して公民館の間には、ほとんど横の連携がな

い。しかし地域住民は１つであるという認識

から、地域の課題を共有し、協力して取り組

むことが必要であることは認識されている。

現在はまちづくり委員会ができ、この地域を

一体化して活動を行いやすくなったという

ことであった。それと同時に、まちづくり委

員会の具体的な役割や、公民館との連携のや

り方などはこの地区の地域づくりで一番重

大な課題となっている。 
まずは、三穂地区の自治組織の概要につい

てである〈図表 21〉。まちづくり委員会の中

には、自治振興委員会、生活安全委員会、健

康福祉委員会、環境委員会、子ども育成委員

会、公民館という専門委員会がある。また、

会長、副会長、会計のほか、自治振興委員会

のなかの総務委員会委員長、建設産業委員会

委員長、専門委員会のそれぞれの委員長、館

長の合計 10 名で、三穂地区委員長会が組織

している。この 10 名の委員長たちは、充て

職などではなく、地域全体からの指名で選任

されている。それ以外に関係団体があり、消

防団をはじめ、日赤奉仕団、民生児童委員な

                                                      
115 飯田市公表データより。 

どがある。しかし、それらの委員長は地区委

員長会に入っておらず、独自で活動を行って

いる。 
具体的には、まちづくり委員会の各委員会

の役割は以下の通りである。 
･ 総務委員会：この地域全体にかかわる総

務担当である。 
･ 建設産業委員会：主に道路行政との関係

で、市、県、また国に働きかけている。

それから、地域の産業をよりいい方向

に努力する。 
･ 生活安全委員会：主に安全を保つことに

押さえている。例えば、街灯の調子を

確認することや小学校と保育園の子ど

もの安全指導等。 
･ 健康福祉委員会：高齢者の方を集めて、

楽しみを持つような、それから、横の

つながりを持つような生活を送らせる

ために様々な活動を行っている。それ

以外、結婚相談等も行っている。 
･環境委員会：地区の環境全体を見ながら、

具体的な環境問題に取り組んでいる。

蛍のある地区にするために、河川を清

掃し、ゴミが散らかっているところを

きれいにするなど、さまざまな環境美

化事業に取り組んでいる。 
･子ども育成委員会：保育園から小中学の

子どもたちにどんな体験をさせるかを

考える委員会である。現在は抹茶クラ

ブ、調理教室などで子どもたちに体験

学習をさせている。 
・公民館：各団体と連携して、学習活動と

住民交流を支援する。 
 

第３節 三穂公民館について 
1 三穂公民館の方針と役割 
 本節は公民館長の今村氏の話を中心に構

成している。 
 三穂公民館は飯田市の公民館活動の 4 つ

の運営原則を踏まえ、自分たちの活動方針を

定めた。山間地耕地の荒廃化、少子高齢化そ

して住民の連帯感の希薄などの課題を認識

しつつ、「いつまでも住み続けたいと実感で

きる三穂の里づくり」を目指し、以下の 4 つ

の方針を押さえて事業を進めている。 
・ 住民が気軽に参加、自ら企画し創造す

る活動の支援 
・ 住民の学習要求の的確な把握と学級講

座の支援 
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・ 地区住民の自治・連帯意識の高揚推進 
・ まちづくり各委員会及び他団体との課

題の共有及び連携協調 
 
 一方、館長は、地域の将来を担うことので

きる人材を育つことが公民館の一番重要な

役割だと意識している。公民館長と各委員長

がしっかりと勉強してこそ、公民館を地域の

担い手が育つ場にすることができる。公民館

が存在する意味がそこにあるというように

認識されているようであった。 
 
２ 公民館各事業の進め方： 

三穂公民館の基本方針には公民館の重点

事業について以下のように書いてある。                              

・ 乳幼児・家庭教育講座、高齢者及び女

性向け学級、特設講座の開設充実 
・ 郷土の自然や歴史について理解を深め、

郷土愛の心を育む事業の推進 
・ 健康増進、親睦や絆を深めるスポーツ

事業の充実と工夫 
・ まちづくり委員会他団体全てが連携し、

全ての住民が楽しくふれあう夏祭り、

運動会、文化祭の充実 
・ グループ、サークル活動の育成支援 
・ 他地区との交流事業 
・ 男女共同参画社会及び人権に関わる学

習への支援 
・ 小中学校と連携した事業の育成推進 

具体的には、年中行事として夏祭り、運動

会の開催、成人式、そして神戸の真陽地区と

の交流活動がある。その他に、三穂の歴史を

学ぶと同時に健康づくりを行うことを目的

として、小学生からＰＴＡや一般の方までを

対象とするウォーキングコース「ふるさとめ

ぐり三穂」、生活の中で感じている不安や心

配事を女性の視点、生活者の視点で取り組む

講座「ほっとけない楽習会」、子育てについ

て学習する乳幼児学級、人形浄瑠璃の継承を

目指す伊豆木人形クラブなどがある。 
ただし、小・中学校との連携事業は近年だ

んだん難しくなっている。それは、教育行政

上、学校教員の土日勤務が難しいこともある

が、一番には学校長の考え方・意向に大きく

依存するからだという。土・日曜日を利用し

て学校と連携して行われている活動が今後

制限されることが懸念されている。三穂公民

館長の話によると「やはり先生たちの協力を

いただかないと、（連携事業が）おもしろく

なくなる。…地域の活動に先生たちの顔が見

えれば、子ども達の意識も非常に違う。教員

に地域にも出てきてほしい。教室の中だけで

子どもを判断してほしくない」。学社連携と

その体制については、その方法などについて

は取り組みの中で大きな課題となっている。 
夏祭り、運動会そして成人式などについて

は、まちづくり委員会が組織される前から、

実行委員会という組織が設けられてきた。そ

の実行委員会のメンバーは、現在三穂自治組

織のメンバーとほぼ重複したような構成に

なっている。だから、組織の名前が変わった

だけで、実質は昔のままであると言っても差

し支えない。だが、今年の夏祭りの企画の段

階から地元の高校生たちにも参加してもら

い、地域をより一体化する動きが見られる。 
公民館での住民交流事業として実施され

てきた三穂地区と神戸の真陽地区との交流

が、2010（平成 22）年現在、14 年目を迎え

た。お互いに地域づくりや震災学習などにつ

いて交流し、交流を通じてお互いの地域づく

りの実践を学びあっている。さらに、三穂小

学校では修学旅行や社会見学として真陽地

区を訪問し小学校同士の交流も実施してい

たが、2011（平成 23）年度より取りやめと

なった。 
年中行事と交流活動の他に、公民館で通年

行われている学級・講座やその他の活動もあ

る。これらの活動は公民館内の 4 つの委員会

が担当している。三穂公民館が他の公民館と

違って特色を持っているのは、公民館の専門

委員会として、女性委員会を設置している点

である。当初、まちづくり委員会の発足にあ

たっては婦人会が組織されなかった。このこ

とから、地域において女性の意見が反映され

ないことが心配された。その後、専門委員会

の 1 つとして、女性委員会が設立され、地域

の女性がいろいろなことを自由に発信でき

る場となっている。さらに公民館の各活動に

も、女性委員会の方が積極的に取り組むよう

になった。公民館の活動の企画・立案・運営

はこの 4 つの委員会によって地域住民の意

見を吸収し実施されている。 
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要な課題となる。しかし、学校との連携の成

否は、学校長をはじめとする管理職の意向が

強い影響を持つので、学校長が代わると、そ

れ以前は地域と学校が連携し実施していた

地域行事も、その継続が難しくなる。もちろ

ん、学校教員には法定の勤務時間があり、そ

れを超過しての勤務（平日の残業や土日出

勤）を職務として課すことはできない。しか

し少なくとも、両者が情報と課題意識を共有

することは有効であり、そのための情報交換

の機会も現在は充分に確保できていないと

すれば、これは公民館だけの問題ではなく、

教育行政の課題として検討しなくてはなら

ないだろう。 
 
第５節 考察と今後の課題 

まず、三穂地区の人口構成からみられるよ

うに、3 世代同居の家庭が多い。それは三穂

地区及び三穂の住民自治にとってどういう

意味を持っているだろう。第一に、三穂まち

づくり委員会長さんが言っていたように、お

じいちゃん、おばあちゃんにうるさく言われ

ていると、子どもたちが「非常に落ち着いて

いる」と観られている。日本全体の核家族の

進行に伴い、家庭の中では子育て資源が乏し

くなっているのが現状であり、子どもの非行

問題が深刻になっている。一方、三穂地区の

子どもたちはこういったような家庭環境に

恵まれ、元気に育てられて行くため、地区全

体の安定にも貢献している。第二に、高齢者

たちが皆で地域を見守ることができる。日本

で、特に都市部では進んでいる近隣関係の希

薄化問題に示されたように、地域がもともと

持っていた子育て機能や監視機能などが喪

失していく。他人事とみなされることが多く

なっている。三穂地区では、地域の人と人と

の絆が強く、地域の人々も組織しやすいと思

われる。そうすると、ふるさとへの愛着が子

どもたちの中で自然と育まれるだろう。そう

いうように良い循環になっていく。そして、

連携事業であろうと、地域行事であろうと、

このような基盤があってからこそ、うまく進

めていくだろう。第三に、二点目ともつなが

るが、高齢者たちが講座などの地域活動に参

加し、そこで見聞した情報を各家庭に持って

帰ることができるという点である。地域のこ

とを考える機会が多く、さらに住民の自治意

識を促すだろう。 
三穂公民館の女性委員会とまちづくり委

員会と連携して推進している事業である「ほ

っとけない楽習会」は、女性という生活者、

当事者の力のいかした地域の教育力・地育力

の向上と絆のある地域づくりを目的として

いる。現在では通年を通して学習会を実施し、

普段の生活のなかで感じている身近な不安

や心配事などを女性の視点で拾い出すこと

を中心に行われている116。連携の実態につい

ては、公民館主催、健康福祉委員会共催とい

ったような形をとっているけれども、「仕事

の分担をあまり意識したことがない」ようで

ある（今村館長）。地域の課題であれば、地

域全体で取り組むものだという意識がうか

がわれる。 
今回の調査は三穂の自治組織の概要だけ

について伺ったため、焦点を絞ったものが書

けなかった。三穂地区は気風の純朴な地域で

あるという印象が残った。こういうような地

域での自治組織の動きについての研究は、日

本中山間地全体にとって重要な意味を持っ

ていると思う。今後の調査では、特に高齢者

と女性の自治組織における役割について分

析したい。 
（汪 乃佳・佐藤 智子） 

 
 

第１１章 公民館と学校の連携について

（竜丘地区） 
 
第１節 竜丘地区の概要 

竜丘地区は、飯田市の中央部に位置してお

り、標高は 365m から 565m の間にある。面

積 7.9 平方キロであり、人口が 6,818 人、世

帯数 2,274 世帯（2010（平成 22）年 2 月末現

在）である。大正から 1950 年代中頃までは、

桑園と水田が広がり、養蚕が盛んで、地域内

に製糸工場もあった。戦後、農道建設によっ

て、住環境や交通条件が整備され、さらに、

宅地開発と共に、新住民が増加し、非農家や

外国人が増えてきた。とはいえ、地区全体に

田畑の面積が多く、昔から形成されてきた文

化と伝統がよく保たれている地区である。 
 この地区には古墳をはじめ、著名な史跡が

たくさんある。また、自然環境に恵まれ、ギ

フチョウの生息する地域でもある。そのよう

な歴史と自然は、地区の住民たちに大切にさ

                                                      
116 当日配布資料「まちづくり委員会と公民館の

連携の実態や成果」より。 
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れており、地域の象徴ともなっている。 
 竜丘地区は昔から教育実践を重視する地

区であると認識されている。大正時代から培

われてきた自由主義教育がこの地区では熱

心に実践されていた。特に「自由画教育」が、

後述するように、当時の自由主義教育の代表

として現在まで語られてきている。 
 竜丘地区には、竜丘地区自治会の下に 5 つ

の集落自治会があり、さらにその下には常会

と隣組の単位が存在して各世帯が組織され

ている。「まちづくり委員会」についても、

竜丘地区全体の委員会と、5 つの各集落を単

位とした委員会がある。 
 竜丘地区公民館には 5 つの専門委員会が

ある。それは、文化、体育、広報、民俗資料

保存、社会委員会である。通常は任期 2 年で

あるが、本館の文化委員会と体育委員会のみ、

5 年となっている。 
 
第２節 学社連携の現状について 
 竜丘地区の学社連携の現状について、当地

区公民館主事の下平氏より報告をしていた

だくことができた。以下はその報告内容を筆

者なりにまとめたものである。 
竜丘地区は公民館と住民団体の活動が非

常に盛んな地域である。中でも、学校と連携

して、子どもに自然や伝統に関わる体験させ、

子どもの教育や育成を支援する事業が数多

くある。具体的事例は以下の通りである。 
（1）古代史の学習 

2010（平成 22）年 5 月から、公民館の関

係者たちが小学校の授業に参加し、高学年の

子どもたちと一緒に埴輪を作ったりした。

「古代人になった気分で楽しく遊び、学び、

体験しよう」がテーマだった。この体験を通

して、子どもたちが古代人の生活に思いをは

せ、「ものをつくる」ことのおもしろさと喜

びを味わうことができた。117 
（2）丘のみちしるべ探検 
 2009（平成 21）年度から、春の遠足を、

ふるさと教材を利用した「丘のみちしるべ探

検」に変更した。竜丘ふるさと教材について

簡単に紹介すると、これは公民館により刊行

され、竜丘地区の歴史、自然、教育施設、社

会施設などを紹介したものである。2001（平

成 13）年に刊行され、全戸に配布された。

                                                      
117 「地育力ブログ」http://chiikuryoku.net/blog/2901
（最終アクセス日：2010 年 9 月 26 日） 

写真や地図の充実したふるさと教材である。

こういう教材を利用して、「竜丘自由学校」

の人たちが引率し、子どもたちに竜丘を説明

しながら歩いている。 
（3）竜丘小学校クラブ活動 

年間を通して行ってきた小学校クラブ活

動は現在、20 のクラブがあり、5~7 月に集中

して実施されている。主に「大人の学校」を

中心とした地域の方が指導者になり、小学校

の子どもたちに木工、おしなご、手話、書道、

料理、陶芸、絵手紙、竹細工等いろいろな技

を伝えている。１つのクラブに 5、6 人で、

合わせて 100 人以上の方がこのクラブ活動

にかかわっている。活動の最後には、発表会

で成果を発表し、子どもたちが地域の人々と

楽しい思い出を作る機会となっている。 
（4）小学校農業体験の支援 
これは公民館と直接的な関係を持つ活動で

はないが、「あぐりの田んぼ」というグルー

プの方々が支援している事業である。小学生、

特に 5 年生に稲づくりを体験させたりして

いる。ここには「あぐりの田んぼ」の方だけ

ではなく、地域の人たちも積極的に参加して

いる。 
（5）水辺の楽校 
この事業は公民館の専門委員会の１つであ

る「社会委員会」を中心に、他の専門委員会、

分館、竜丘小学校 PTA、自治会、壮年団が連

携して行っている天竜川の整備活動のこと

である。天竜川は竜丘地区及び飯田市全体に

とって不可欠な水源であり、生活用水や農業

用水としても利用されている。その環境美化

活動は、現在、小学校の授業でも活用されて

おり、中学生も参加している。このように、

地域資源を活用しつつ、環境を整備し、子ど

もたちに自然体験の場を提供している。 
（6）秋の親子ふれあいハイキング 

公民館の専門委員会の１つである「文化委

員会」が、子どもの体験学習の場を作るとい

うことで、里山について学習するイベントを

実施している。竜丘には里山があるが、近年

は荒れる傾向にある。そこで、「竜丘里山愛

護会」が設立され、臼井にある竜丘地区財産

区の山林を里山として多面的に活用されて

きた。秋の親子ふれあいハイキングは、こう

いう背景の中で発足した。山の保護と区有林

の価値を伝えることがその目的となってい

る。 
（7）中学生の運動会への参画 
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竜丘の市民運動会の運営には中学生が参画

する。 
（8）文化祭での展示 

竜丘では、大正時代に「自由画教育」が取

り組まれ、全国的に注目を集めていた。当時

の学童の絵が多数保管されているが、今年か

ら、6 年生全員に一枚ずつ描いてもらい、後

世に残すことになった。そして、文化祭の特

別企画展では、現在の子どもたちの描いた絵

と昔の児童の絵と並べて展示することにな

っている。そうすることで、子どもたちに地

域の先人たちさらに後世とのつながりを実

感させている。 
（9）放課後子ども教室 

2007（平成 19）年 11 月後半より竜丘小学

校で「放課後子ども教室」が始まった。これ

は周知の通り文部科学省が推し進めている

事業であり、該当小学校のすべての子どもを

対象に、安全で、安心な放課後の子どもの居

場所を設け、地域の方々に参加してもらい、

さまざまな体験活動や交流活動の場である。

地域では、まず住民へのアンケート調査を行

い、地域課題をまとめ、ボランティアの参画

をいただくことによって子ども教室を開校

することになった。地元に住む人々をはじめ、

教員や、スタッフの家族がさまざまな活動を

企画し、実行している。子どもたちはテレビ

やゲームをする時間が多く体験活動や異年

齢の子どもたちとの交流が不足する傾向に

あるが、何かを一緒に体験することによって、

違う学年の子どもたちが交流できるように

なっている。 
 

その他に、外国人との交流や異文化理解を

する機会となる「JICA の小学校訪問」、そし

て、子どもの安全確保のために地域住民の力

を借りて行われている「丘の子を守る会」な

どが学社連携の事例としてあげられる。 
 
第３節 公民館活動の変遷からみる学社連

携 
今回は、前自治協議会長であり、現在も「民

俗資料保存委員会」の委員として公民館に関

わっている下平隆司氏にお話を伺った。以下

はその内容である。 
竜丘公民館は 1948（昭和 23）年に出来た

のであり、最初の頃は、生活と密着した生活

改善や食生活改善、特にハエの撲滅とネズミ

の駆除などの地域課題を中心に事業を展開

していた。当時の衛生組合が保健上の指導で

やっていただけではなく、実際に地域に根差

した形で活動しながら改善を進めていたの

は公民館であった。 
他に、竜丘公民館では文学サークルがとて

も活発だった。また、産業振興に関連して、

農産物の品評会や家畜の品評会、特に、工業

製品の品評会が行われた。また、現在ではあ

まり行われなくなっているが、当時の竜丘の

体育と言えば、野球、卓球、排球であった。 
そのように、当時から今まで続いている事

業は、運動会、文化祭、成人式、広報である。

これらは、公民館の活動としてとても重要な

位置を占めており、地域との連携を保つ上で

も重要である。特に文化祭では学校との連携

の必要性が特に強く、文化祭の会場として小

学校を利用し、そこでいろんな展示を小学生

にも見てもらい、さらに児童の絵画や書道を

展示したりしていた。 
1950 年代〜60 年代にかけては、青少年健

全育成事業が盛んであり、日曜日などを利用

して、地域の人たちが指導者となって、学校

の授業にはなかった柔道、剣道など子どもた

ちに教えていた。現在でも行っているけれど

も、教える内容は野球、ラクビー、サッカー

などにかわっている。 
1960 年代後半からは、「早起き野球」、「マ

マさんバレー」などのスポーツグループ、そ

して、「母親学級・若妻会」といったような

グループ学習活動が活発になってきた。 
しかし、グループ学習活動が盛んにやって

いたにもかかわらず、1970 年代中頃より、

学校は地域をあまり必要としない時代にな

った。学校は独立した場所であり、地域の人

たちとの関わりをあまり持たなくなった。 
そういう背景の中で、竜丘公民館は「民俗

資料保存委員会」を作り、収集した史料を保

存し整理し始めた。特に 1960 年代後半以降、

急激な変化に伴い、使われなくなっている民

具がその史料の重要な一部である。集めた膨

大な資料をどこに保存するかを考えたとこ

ろ、子どもたちにも見てもらうために、小学

校の空き教室の一部を、民俗資料を保存する

場所として使ってきた。ちょうどその時期、

学校改築が行われたため、民俗資料を保存す

る教室を「ふるさと教室」にすることにした。

その民俗資料は学校の教材としても使われ

ている。さらに、地域から地域学習の出来る

部屋を作りたいという要望がでてきたので、
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そういう部屋を一つ設けて、自由画と出土品

を展示してきた。 
 こういう動きを基盤としながら、近年、竜

丘地区は小学校との連携の大事さを再認識

して、公民館と小学校とが連携する活動が再

び盛んになってきた。子どもたちと地域の人

たちが一緒に古墳にめぐる「郷土学習」や「ギ

フチョウ公園づくり」などの活動を始めた。

その活動を、公民館主催の学級である「古墳

を考える会」が支えてきている。 
 
第４節 古墳を考える会 

竜丘公民館では、現在まで主に 4 つの学級

を持っている。「古墳を考える会」はその中

で特に活発に行われているものである。1986
（昭和 61）～1987（昭和 62）年に「よりよ

い地域づくりを目指した素材探し学習会」が

あった。勉強しているうちに、この地区にあ

ちこちにある古墳を地域住民に知ってもら

う必要があると思われるようになった。その

ようにして一年かけて学習準備をし、当時の

公民館長が委員を集め、1988（昭和 63）年

に「古墳を考える会」が発足している。さら

に準備のための学習を 1 年間の積み重ねた

後、1989（平成元）年に正式発足した。同会

は古墳の専門家や飯田市上郷考古博物館の

館長を招いて学習会を開いたり、本を読んだ

りして学習活動を行ってきた。その中で、『古

墳マップ』（1988）と『村のみちしるべ』（1990）
を作り、全戸配布した。さらに、当時県の文

化財保護の技監から指導を受けながら、実際

に古墳整備を行った。 
これらの学習活動に基づき、『村のみちし

るべ』などの説明に従った「ふるさと親子ふ

れあいハイキング」や、学校での古墳につい

ての共同学習を行ってきた。2001（平成 13）
年、仕掛け人となる元公民館長を中心としな

がら、小学校教員 5 人の協力を得て、子ども

たちも一緒に古墳を、1 年間かけて調べ『丘

のみちしるべ』を作成した。そうすることで、

子どもも先生も古墳の学習をするようにな

った。現在では、古墳の裾に花壇を作って花

を植えたりする市民農園の他、小学校のすぐ

前で子どもたちに古代食農園を開設し、古代

使われたと思われる作物を作っている。前述

した現在行われている「丘のみちしるべ探

検」と「埴輪づくり」ができたのも「古墳を

考える会」の努力とは切りはなせない関わり

を持っている。 

 
第５節 ギフチョウ保護運動 
 「古墳を考える会」は竜丘公民館が携わっ

ている事業の代表的なものであるとすれば、

「ギフチョウ保護運動」は地域団体が公民館

と協力して実施している成功事例であると

言えよう。そして、地区の学社連携に大きな

影響を及ぼす住民運動でもある。 
 前述したように、竜丘地区には天竜川と財

産区有林があり、自然環境に恵まれていて、

昔からギフチョウが生息する地域であった。

しかし、近年では開発による自然破壊やギフ

チョウの乱獲によって、ギフチョウの数がだ

んだん少なくなっている。1988（昭和 63）
年、飯田市の有志団体として「飯田昆虫友の

会」が設立され、ギフチョウの保護活動に発

足した。同年、竜丘公民館主催の地区文化祭

でギフチョウ保護の訴えを発表し、そういう

きっかけで公民館事業との連携を始めた。公

民館主催の講座などに飯田昆虫友の会が積

極的に協力をした。そして、当時、ゴミの焼

却場を地区内に建設することが決まり、ギフ

チョウが生息している地域の木を伐採して

しまった。そこで、飯田昆虫友の会は、でき

るだけギフチョウに影響しないよう、学校と

連携して食草の移植を始め、ギフチョウ公園

づくりなどの活動も行ってきた。 
 
第６節 考察と今後の課題 

竜丘公民館の事業について、いろんな組織

と強く連携していることが印象深かった。学

社連携事業だけにおいてみれば、学校、PTA、

まちづくり委員会、有志団体、JICA そして

壮年団など数多くの組織と積極的に連携し

てきた。その中で、子どもたちはたくさんの

大人と出会うことができ、自分の将来やこの

社会に対する認識がさまざまな活動に参加

することによって、形成されていく。そうい

う意味では、キャリア教育や多文化共生理解

といったようなものがこの大人との接触す

ることのなかから学ぶこともできるだろう。

また、大人たちが地域の子どもたちを共に育

て、子どものことをより深く知ることによっ

て、少子化に伴うさまざまな課題を緩和し、

さらに竜丘だからこそできる子育てや地域

教育の積極的な意味づけが期待されている。 
文化と自然を重視する竜丘地区は現在の

風貌ができたのは、古墳を考える会とギフチ

ョウ保護活動といったような公民館実践が
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活発に行われてきたことに大きな要因の１

つが見出せる。地域の文化財を保護し、後世

に伝承するには、学習活動が不可欠な条件で

ある。有志者の積極的な関与に頼るだけでは

活動に限界が生じるし、文化財を保護する意

識があくまでも一部の人々にとどまってし

まうので、住民の参画と関心が重要である。

さらに、これらの学習と実践は、地域の歴史、

文化、自然環境についてのものだけではなく、

地域全体の在り方を地域住民に問いかける

機会でもある。自分たちの地域について学習

し、知り始めるきっかけとなっている。また、

こういうような学習を経験することによっ

て、身近な事について問題意識を持ちはじめ、

何かを勉強し、研究活動に結びつくこともあ

るだろう。こういうような実践活動から、公

民館の役割がはっきりと見えている。 
最後に、竜丘公民館の「大人の学校」と乳

幼児学級及び小学校クラブ活動、放課後子ど

も教室とは強く連携して動いている様子が

うかがえる。高齢者の生き甲斐と地域の子育

て力が互いに支え合うような構造となって

いる。今後の継続的な関心としては、竜丘地

区の高齢者にとって公民館あるいは自治組

織がどういうふうにイメージされているか

について考察をしたい。そこから、公民館活

動に比較的によく参加する高齢者と話すこ

とによって、より立体的な公民館像が見えて

くると思う。 
（汪 乃佳・佐藤 智子） 

 
 
第１２章 地区公民館（本館）に関する

アンケートの分析結果 
 
第１節 調査の目的と実施過程 
 本章では、2010（平成 22）年 7 月に飯田

市公民館によって実施された「飯田市の地区

公民館（本館）に関するアンケート」につい

ての集計結果を示す。本調査は、飯田市公民

館が実施したもので、東京大学牧野研究室が、

調査の設計、集計、分析に協力を行った。 
 同調査の目的は、「公民館が新しい自治の

仕組の中で果たしてきていること、果たすべ

き役割を検証し、今年度（筆者注：2010 年

度）末までに、これからの公民館の方向性を

まとめ」るために、「実際に活動をされてい

る公民館役員の皆さんの声をお聞きして公

民館の役割検証に活かす」ことであると説明

されている。 
 設問項目は、以下のようなものである（詳

細は、章末の資料を参照）。回答者の属性に

ついては、役職（専門委員会の委員か分館役

員か）、経験年数、性別、年齢、居住年数が

尋ねられている。これらの項目はクロス集計

で用いられる。次に、問 1 では、地区の地域

課題について、人間関係、自治活動、少子化、

高齢化、住民のグループ、地区への愛着、公

民館活動の 7 点について、5 段階で評価を尋

ねている。これは地域課題を把握し、公民館

活動との関連を見るための設問である。問 2
は、公民館活動についての印象に関する質問

で、各地区での活発度、役員としてのやりが

い、活動のしやすさの 3 点を尋ねている。な

お問 2 の最後には、活動のしやすさをどのよ

うな点に感じているかについての自由記述

の欄が設けられている。問 3 では、地区公民

館（本館）の果たしている役割と、公民館主

事がその役割を果たすに当たって役立って

きたか、今後も職員の配置が必要かについて

尋ねている。公民館活動の役割と、今後の方

向性を探るための設問である。問 4 では公民

館の印象、問 5 で公民館に対する意見や提言

についての自由記述を求めている。 
 
【調査実施状況】 
■調査の対象者 （1,120 名） 
全地区公民館の公民館役員 
 ・専門委員会委員（委員長、副委員長、委

員） 
 ・分館役員（分館長、副分館長、分館主事） 
■調査期間 2010（平成 22）年 7 月 6～31 日 

※実施期間は各地区公民館で設定。 
■提出先 各地区公民館（公民館主事） 
 
【回収状況】 
■回収数（母集団に対する比率） 690
（61.6%） 
■有効回答数（回収数に対する比率） 690
（100.0%） 
 
 調査の概要は上記の通りである。調査対象

者は、全地区の公民館の役員 1,120 名である。

調査票は、飯田市公民館によって作成され、

調査票の配布・回収・入力は各地区公民館の

公民館主事によって行われた。全体の回収率

は約 6 割で、各地区の配布・回収状況は、〈図

表 22〉の通りである。多くの地区では、50
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〜60%代の回収率となっている。以下、2 節

で、単純集計の結果を、3 節で重点的に分析

した項目についての集計結果を示し、それぞ

れについて考察を行う。4 節で、今後の研究

課題を示す。 
 

〈図表 22〉地区ごとの調査票回収状況 
地区名 配布数 回収率 回収率 有効回答数
橋北 42 28 66.7% 28
橋南 21 11 52.4% 11
羽場 46 28 60.9% 28
丸山 43 30 69.8% 30
東野 62 25 40.3% 25

座光寺 66 41 62.1% 41
松尾 95 52 54.7% 52

下久堅 74 39 52.7% 39
上久堅 49 36 73.5% 36
千代 61 42 68.9% 42
龍江 40 37 92.5% 37
竜丘 72 40 55.6% 40
川路 47 34 72.3% 34
三穂 53 17 32.1% 17
山本 60 49 81.7% 49

伊賀良 87 51 58.6% 51
鼎 60 35 58.3% 35

上郷 86 63 73.3% 63
上村 20 12 60.0% 12

南信濃 36 20 55.6% 20
合計 1120 690 61.6% 690  

 
第２節 「飯田市公民館調査」の単純集計の

結果 
 まず、最初に回答者の属性について確認す

る。回答者の役職〈図表 23〉については、

3/4 が専門委員会の委員、残りが分館委員と

なっている。なお、両者を兼ねるものが 5 名

いたため、クロス集計の際には重複してカウ

ントされている。 
 

〈図表 23〉回答者の役職 
 n % 内訳 n %

文化 160 23.0%
体育 174 25.0%
広報 105 15.1%
育成 61 8.8%

その他 20 2.9%
不明 1 0.1%

分館長 73 10.5%
副分館長 27 3.9%
分館主事 66 9.5%

不明 4 0.6%
4 0.6%

695 100.0%
※専門委員と分館委員で5名重複あり。

無回答
合計

170 24.5%分館委員

専門委員会の委員 521 75.0%

 
 
 回答者の経験年数〈図表 24〉は、0〜2 年

が 55%、3〜4 年が 16%と比較的経験年数が

短い。性別〈図表 25〉については、男性が

約 3/4 である。年齢〈図表 26〉は、20 代、

30 代は少なく、40 代、50 代がそれぞれ 1/3

ずつとなっている。居住年数〈図表 27〉は、

30 年未満が約 2 割、40 年以上が約 6 割と地

域に長く居住している人々が多くを占める。 
 

〈図表 24〉回答者の委員経験年数 
 n %
0～2 年 372 53.9
3～4 年 113 16.4
5～6年 63 9.1
6年以上 124 18.0
無回答 18 2.6
合計 690 100  

 
〈図表 25〉回答者の性別 

 n %
男性 521 75.5
女性 157 22.8
無回答 12 1.7
合計 690 100.0  

 
〈図表 26〉回答者の年齢構成 
 n %
20代 10 1.4
30代 86 12.5
40代 228 33.0
50代 224 32.5
60代以上 135 19.6
無回答 7 1.0
合計 690 100.0  

 
〈図表 27〉回答者の地区居住年数 

 n %
5年未満 18 2.6
10年未満 41 5.9
20年未満 103 14.9
30年未満 130 18.8
30年以上 393 57.0
無回答 5 0.7
合計 690 100.0  

 
 次に、各項目の単純集計を見て行く。問 1
は地区の地域課題について 5 段階で尋ねた

もので、〈図表 28〉のような回答状況になっ

ていた。「非常にそう思う」「まあそう思う」

の合計の割合を見ると、「高齢化の進展」や

「子どもの減少」は、8 割を超える回答者が

肯定しており、少子高齢化への課題認識が見

られる。「愛着が持てる地区」については約

半数が肯定している。「つながりの希薄化」

「自治活動の活発化」「公民館活動の活発化」

については約 4 割の人々が肯定の回答を示

している。「新しいグループ・団体の増加」

については否定的な回答の割合が高い。まと
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めれば、地区では少子高齢化やつながりの希

薄化といった認識が共有されている中で、一

定程度の割合の人々が、自治活動や公民館活

動の活動に期待を持っている状況にあると

言える。 
 次に公民館活動に対する印象について尋

ねた問 2 の回答状況を見よう。公民館活動の

活発度〈図表 29〉については、「非常にそう

思う」「まあそう思う」が合わせて 6 割を超

えている。否定の回答は 1 割程度であり公民

館活動は活発であるという認識の方が勝っ

ている。 
 公民館役員のやりがいについては、約 6 割

の役員がやりがいを感じている〈図表 30〉。
ただし「どちらでもない」層も 3 割おり、こ

の層がどのような意見を有しているか、自由

記述の分析を行う必要がある。「活動のしや

すさ」〈図表 31〉については、活動しやすい

と答えた人が約 7 割で、活動に当たっての支

障はそれほど大きくはないようである。 
 

〈図表 29〉公民館活動の活発度 
 n %

非常にそう思う 111 16.1
まあそう思う 339 49.1

どちらでもない 175 25.4
あまりそう思わない 59 8.6
全くそう思わない 5 0.7

無回答 1 0.1
合計 690 100.0  

 
 
 
 
 
 

〈図表 30〉公民館役員のやりがい 
 n %

非常にそう思う 62 9.0
まあそう思う 340 49.3

どちらでもない 207 30.0
あまりそう思わない 67 9.7
全くそう思わない 12 1.7

無回答 2 0.3
合計 690 100.0  

 
〈図表 31〉公民館役員の活動のしやすさ 

 n %
非常に活動しやすい 41 5.9

活動しやすい 446 64.6
活動しにくい 144 20.9

非常に活動しにくい 24 3.5
無回答 35 5.1
合計 690 100.0  

 
 問 3 の地区公民館の果たしている役割〈図

表 32〉については、「非常に果たしている」

「ある程度果たしている」の合計を見ると、

8 割を超えるのが「スポーツ・レクリエーシ

ョン」、約 7 割近くの値を示すのが「交流で

きる機会づくり」「だれもが気軽に利用し活

動できる場」「地域の情報発信」「地域の伝統

や文化の継承」、55%が「子どもの愛着心を

育む」、約 5 割が回答したのが「差別の無い

地域づくり」「地域の課題解決」であった。

どの項目でも役割を果たしていないとする

回答者は少なく、公民館の役割については、

全地区で一定以上の評価がなされていると

言える。一方で、「どちらでもない」という

回答が 3 割を超える項目も存在している

（「子どもの愛着心を育む」「差別の無い地域

づくり」「地域の課題解決」）。それぞれの地

〈図表 28〉地域課題への意識 
非常にそう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答 合計

n 41 229 146 230 39 5 690
% 5.9 33.2 21.2 33.3 5.7 0.7 100.0
n 30 219 287 126 23 5 690
% 4.3 31.7 41.6 18.3 3.3 0.7 100.0
n 382 251 28 20 7 2 690
% 55.4 36.4 4.1 2.9 1.0 0.3 100.0
n 355 217 67 41 9 1 690
% 51.4 31.4 9.7 5.9 1.3 0.1 100.0
n 18 111 235 251 71 4 690
% 2.6 16.1 34.1 36.4 10.3 0.6 100.0
n 36 300 253 84 15 2 690
% 5.2 43.5 36.7 12.2 2.2 0.3 100.0
n 45 224 286 122 12 1 690
% 6.5 32.5 41.4 17.7 1.7 0.1 100.0

愛着が持てる地区

公民館活動の活発化

 

つながりの希薄化

自治活動の活発化

高齢化の進展

子どもの減少

新しいグループ・団体の増加
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区の公民館が、どのような役割を意識化し活

動を行ってきたのか、それがきちんと住民に

評価されているかといった観点から、この結

果を見直す必要があると考えられる。 
 上記のような役割を公民館が果たすに当

たって、主事がどの程度役立ってきたかを尋

ねた問 3-2 では〈図表 33〉、「とても思う」「あ

る程度思う」の合計は 9 割を超えており、概

して主事の働きは肯定的に捉えられている。

また、これを受けて、今後の職員配置の必要

性について尋ねたところ〈図表 34〉、現状ど

おりに専任の主事の配置を望む回答が約 9
割となっていた。地域づくり担当の職員の配

置を望む声も少ないことから、「公民館主事」

という役職に、現在でも一定の意義が認めら

れていると見ることができる。 
 

〈図表 33〉公民館主事の貢献度 
  n %

とても思う 414 60.0
ある程度思う 223 32.3
どちらでもない 31 4.5
あまり思わない 3 0.4
全く思わない 3 0.4

無回答 16 2.3
合計 690 100.0  

 
〈図表 34〉今後の職員配置の必要性 

 
  n %

現状どおり 604 87.5
地域づくり担当職員の配置 59 8.6

職員配置は不要 1 0.1
無回答 26 3.8
合計 690 100.0  

 
第３節 地域課題と公民館の役割の集計結

果 
 ここでは、問 1 の地域課題、問 3-1 の公民

館の果たしている役割について、各項目の点

数を合算し、地区別、属性別の平均値を算出

した結果について述べる。これらの設問は、

全体として各地区での地域課題や、公民館の

役割を明らかにするために設けられている。 
 
1 地域課題についての分析 
 まず、問 1 について、設問の 7 項目それぞ

れの項目の平均値と、各項目の合計点の平均

値を示したものが、〈図表 35〉〜〈図表 40〉
である。なお、集計に際して「自治活動の活

発化」「新しいグループ・団体の増加」「愛着

が持てる地区」「公民館活動の活発化」につ

いては、「1 非常にそう思う」を 5 に、「5 全

くそう思わない」を 1 に、と順序を反転して

いる。このことで数値が高いほど、地区に対

する肯定的な見方が強いことになる。なお、

7 項目の合計点を算出する際、変数間の一貫

性を示す信頼性係数（Cronbach の α）を求め

たところ、0.569 となっていた。この値は、

通常 0.7 以上であることが基準となっており、

それを下回っているため、信頼性はやや弱い。

参考程度に見て頂きたい。 
 〈図表 35〉は地区別の平均値である。各

項目上位 5 地区には下線を付し、下位 5 地区

はイタリックで示した。これを見ると、各地

区で地域課題のあり方は異なる。地区別に見

ると、自治活動や公民館活動が活発で地区へ

の愛着も高いとされるのが、橋北、橋南、羽

場、座光寺、竜丘といった地区である。また、

〈図表 32〉地区公民館の果たしている役割 
非常に果たしている ある程度果たしている どちらでもない あまり果たしていない 全く果たしていない 無回答 合計

n 80 413 131 56 4 6 690
% 11.6 59.9 19.0 8.1 0.6 0.9 100.0
n 67 453 120 42 3 5 690
% 9.7 65.7 17.4 6.1 0.4 0.7 100.0
n 76 395 162 47 5 5 690
% 11.0 57.2 23.5 6.8 0.7 0.7 100.0
n 39 299 252 84 6 10 690
% 5.7 43.3 36.5 12.2 0.9 1.4 100.0
n 37 308 261 65 7 12 690
% 5.4 44.6 37.8 9.4 1.0 1.7 100.0
n 121 459 80 22 3 5 690
% 17.5 66.5 11.6 3.2 0.4 0.7 100.0
n 49 338 222 67 5 9 690
% 7.1 49.0 32.2 9.7 0.7 1.3 100.0
n 84 414 148 37 2 5 690
% 12.2 60.0 21.4 5.4 0.3 0.7 100.0

 

子どもの愛着心を育む

地域の情報発信

誰もが利用し活動できる

交流できる機会づくり

地域の伝統・文化の継承

学習を通じた地域の課題解決

差別のない地域づくり

スポーツ・レクリエーション
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松尾、竜丘、伊賀良、鼎といった地区は、少

子高齢化の課題認識が低く、合計点にもその

意識が反映される形となっている。一方、実

際に高齢化が進む地区、例えば、橋北、橋南、

千代、上村、南信濃といった地区は少子高齢

化が課題として認識されている。 
 次に〈図表 36〉では、役職別の平均値を

みている。全ての項目で専門委員会の委員の

方が分館委員より地域について肯定的な印

象を有している。〈図表 37〉は性別平均値を

見たものである。「つながりの希薄化」を除

き、女性の方が男性よりも地域について肯定

的な印象を抱いていると言える。〈図表 38〉
は経験年数別に平均値を見たものである。こ

の結果からは、経験年数の長さと地域につい

ての印象の関連を見出すことは難しい。〈図

表 39〉は同じく年代別に平均値を見たもの

である。一貫した傾向を見出すことは難しい

が、幾つかの特徴がある。（1）20 代の役員

は自治会活動や公民館活動への評価が低い。

（2）高齢化の進展については、年代が上が

るほど、課題意識が下がる。（3）全体として、

30〜40 代が地域に対して肯定的な印象を抱

いている。最後に〈図表 40〉は、居住年数

〈図表 35〉「地域課題」についての地区別平均値 

橋北 3.00 3.32 1.29 1.36 2.57 3.61 3.36 18.50
橋南 3.00 3.55 1.27 1.18 2.64 3.55 3.82 19.00
羽場 2.96 3.07 1.89 1.96 2.54 3.64 3.46 19.54
丸山 2.73 3.27 1.37 1.73 2.63 3.37 3.17 18.27
東野 3.32 3.08 1.48 1.68 2.36 3.80 3.40 19.12

座光寺 3.07 4.00 1.65 1.88 3.24 3.88 4.07 21.85
松尾 3.10 3.02 1.75 2.25 2.52 3.25 3.31 19.19

下久堅 3.18 2.85 1.46 1.62 2.44 3.33 2.82 17.74
上久堅 3.03 3.11 1.31 1.28 2.61 3.03 3.19 17.57
千代 3.19 3.02 1.26 1.19 2.31 3.14 2.71 16.71
龍江 3.19 3.32 1.43 1.30 2.78 3.14 3.38 18.54
竜丘 2.95 3.15 1.95 2.40 2.92 3.55 3.43 20.33
川路 2.97 3.30 1.50 1.62 2.71 3.15 3.00 18.28
三穂 3.06 3.00 1.71 1.47 2.65 3.47 3.53 18.88
山本 2.73 3.08 1.67 1.65 2.81 3.31 3.27 18.49

伊賀良 2.61 3.18 1.84 2.47 2.69 3.29 3.27 19.40
鼎 2.89 2.97 1.94 2.00 2.47 3.46 3.29 19.03

上郷 2.87 2.90 1.62 1.79 2.52 3.52 3.13 18.40
上村 3.75 3.42 1.00 1.00 3.08 3.08 3.17 18.50

南信濃 3.26 3.00 1.05 1.10 2.45 2.84 2.30 16.11
合計 3.00 3.16 1.57 1.74 2.64 3.38 3.24 18.74

愛着持てる地
域（反転）

公民館活動
（反転）

合計点地区名 つながり
自治活動
（反転）

高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）

 
〈図表 36〉「地域課題」についての役職別平均値 

自治活動 公民館活動

（反転） （反転）

専門委員会の委員 3.00 3.20 1.59 1.76 2.68 3.42 3.32 18.97
分館委員 2.97 3.03 1.54 1.68 2.52 3.25 3.04 18.03

合計 3.00 3.16 1.58 1.74 2.64 3.38 3.25 18.75

役職 つながり 高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）
愛着持てる地

域（反転）
合計点

 
 

〈図表 37〉「地域課題」についての性別平均値 
自治活動 公民館活動

（反転） （反転）

男性 3.02 3.12 1.57 1.73 2.61 3.36 3.21 18.64
女性 2.89 3.30 1.61 1.80 2.79 3.48 3.38 19.28
合計 2.99 3.16 1.58 1.74 2.65 3.39 3.25 18.79

性別 つながり 高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）
愛着持てる地

域（反転）
合計点

 

〈図表 38〉「地域課題」についての経験年数別平均値 
自治活動 公民館活動

（反転） （反転）

0～2 年 2.98 3.15 1.59 1.76 2.61 3.37 3.22 18.69
3～4 年 2.96 3.22 1.46 1.69 2.81 3.35 3.30 18.79
5～6年 3.21 3.08 1.63 1.83 2.67 3.51 3.25 19.13
6年以上 2.97 3.19 1.62 1.72 2.64 3.43 3.31 18.94

合計 3.00 3.16 1.58 1.75 2.66 3.39 3.25 18.79

高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）
愛着持てる地

域（反転）
合計点経験年数 つながり

-  76  -



 

- 77 - 

別平均値を示したものである。居住年数が長

くなるほど地域に対する肯定感は下がる傾

向にある。これは少子・高齢化や団体・グル

ープの増加、愛着が持てる地区といった項目

の平均値が下がっていることに起因する。こ

れについては、長く地域に住めば住むほど、

地域課題を意識するようになるのか、見方が

保守化する傾向にあるのか、幾つかの要因が

考えられる。 
 
2 公民館の果たしている役割についての分

析 
 次に、問 3 の「公民館の果たしている役割」

について118、設問の 8 項目それぞれの項目の

                                                      
118 これは、各地区の公民館役員の、地区の公民

平均値と、各項目の合計点の平均値を示した

ものが、〈図表 41〉〜〈図表 46〉である。集

計に際して全ての項目について、「1 非常に

そう思う」を 5 に、「5 全くそう思わない」

を 1 に順序を反転した。この処理により、数

値が高いほど、公民館の役割について積極的

な評価をしていることとなる。なお、8 項目

の合計点を算出する際、変数間の一貫性を示

す信頼性係数（Cronbach の α）を求めたとこ

ろ、0.923 と非常に高い値を示した。それぞ

れの地区で、各役割に関わらず公民館への評

                                                                                
館に対する意識を問う項目であり、実際の公民

館活動の充実度を示す項目ではない。役員の公

民館活動に対する理想が高ければ、活動への評

価が厳しくなることもあり得る。その逆もまた

然りである。 

〈図表 39〉「地域課題」についての年代別平均値 
自治活動 公民館活動

（反転） （反転）

20代 3.20 2.80 1.70 1.50 3.00 3.40 3.00 18.60
30代 3.05 3.28 1.63 1.81 2.65 3.29 3.35 19.04
40代 3.05 3.19 1.68 1.80 2.62 3.43 3.25 19.02
50代 3.00 3.09 1.49 1.74 2.69 3.36 3.28 18.66

60代以上 2.85 3.18 1.52 1.65 2.60 3.36 3.14 18.34
合計 3.00 3.16 1.58 1.75 2.65 3.38 3.25 18.76

年代 つながり 高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）
愛着持てる地

域（反転）
合計点

 
〈図表 40〉「地域課題」についての居住年数別平均値 

自治活動 公民館活動

（反転） （反転）

5年未満 3.00 3.28 1.94 1.94 2.89 3.72 3.22 20.00
10年未満 3.08 3.15 1.66 2.00 2.83 3.44 3.41 19.63
20年未満 3.01 3.07 1.71 1.91 2.50 3.37 3.27 18.89
30年未満 3.09 3.21 1.53 1.78 2.72 3.38 3.36 19.10
30年以上 2.95 3.15 1.52 1.65 2.63 3.35 3.18 18.43

合計 2.99 3.15 1.57 1.74 2.65 3.37 3.24 18.74

愛着持てる地
域（反転）

合計点居住年数 つながり 高齢化進展 子ども減少
住民団体の増

加（反転）

 
〈図表 41〉「公民館の役割」についての地区別平均値 

橋北 3.93 4.07 3.93 3.64 3.71 4.11 3.71 3.96 31.07
橋南 3.90 3.64 4.27 3.64 3.36 3.91 3.82 3.91 30.20
羽場 4.11 4.00 3.93 3.57 3.68 4.04 3.71 4.11 31.14
丸山 3.97 3.93 4.00 3.72 3.53 4.03 3.57 3.97 30.59
東野 3.92 4.00 3.75 3.67 3.58 4.13 3.54 3.88 30.46

座光寺 3.85 3.98 4.05 3.76 3.56 4.20 3.95 3.83 31.17
松尾 3.88 3.79 3.48 3.25 3.37 4.08 3.35 3.65 28.85

下久堅 3.69 3.79 3.82 3.28 3.28 4.03 3.51 3.59 29.00
上久堅 3.81 3.83 3.75 3.47 3.44 3.94 3.42 3.72 29.39
千代 3.62 3.69 3.67 3.21 3.38 3.98 3.40 3.48 28.43
龍江 3.51 3.70 3.84 3.24 3.24 3.86 3.65 3.81 28.86
竜丘 3.77 3.82 3.82 3.73 3.47 3.87 3.79 3.77 30.22
川路 3.68 3.56 3.65 3.21 3.41 3.91 3.29 3.85 28.56
三穂 4.00 4.00 3.82 3.71 3.41 3.88 3.81 4.00 30.88
山本 3.61 3.57 3.52 3.32 3.46 3.86 3.27 3.42 27.96

伊賀良 3.63 3.71 3.55 3.31 3.37 3.92 3.39 3.88 28.76
鼎 3.74 3.79 3.54 3.53 3.42 3.88 3.50 3.86 29.00

上郷 3.65 3.79 3.48 3.24 3.43 4.13 3.56 3.97 29.24
上村 3.27 3.64 4.18 3.30 3.70 4.00 3.73 3.82 29.70

南信濃 3.50 3.50 3.40 3.00 3.50 3.65 3.10 3.80 27.45
合計 3.74 3.79 3.72 3.41 3.45 3.98 3.53 3.79 29.39

合計点地区名
気軽に利用でき

る場

伝統・文化の継

承

地域の課題解

決
情報発信

交流できる機会

づくり

差別のない地域

づくり

スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
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価は安定していると言える。 
 〈図表 41〉は地区別の値を示したもので

ある。各項目上位 5 地区には下線を付し、下

位 5 地区はイタリックで示した。各項目の平

均値は 3 点〜4 点の間にあり、公民館活動へ

の評価は全体的に肯定的であると言える。特

に、スポーツ・レクリエーション、情報発信、

気軽に利用できる場、交流できる機会づくり

といった役割への評価が高い。一方で、地域

の課題解決といった点での役割には課題が

あるようである。 
 地区別に見ると、橋北、羽場、丸山、東野、

座光寺、三穂といった地区で、公民館の役割

が高く評価されていることが分かる。一方、

松尾、千代、山本、南信濃といった地区での

評価は低くなっている。橋南や竜丘、上郷、

上村のように、機能別に評価が異なる公民館

もあるものの、全体としては二極分化の傾向

が示されている。 
 次に、属性別の平均値を見る。〈図表 42〉
は、役職別平均値であるが、専門委員会の委

員の方が分館委員よりも総じて評価が高い。

この設問が、公民館（本館）への評価である

ことに注意されたい。要因として、分館委員

の方が本館の活動への評価が厳しくなる、も

しくは現在専門委員会の委員として関わる

ことで活動への評価が高まるといったこと

が考えられる。 
 〈図表 43〉は性別の平均値である。男女

でそれほど大きな差はないが、女性の方がわ

ずかに高い。経験年数別〈図表 44〉では、

年数が長ければ長いほど、公民館の役割を評

〈図表 42〉「公民館の役割」についての役職別平均値 

専門委員会の委員 3.77 3.81 3.75 3.47 3.46 4.00 3.59 3.82 29.66
分館委員 3.67 3.71 3.61 3.24 3.39 3.92 3.35 3.68 28.60

合計 3.75 3.79 3.71 3.42 3.45 3.98 3.53 3.79 29.40

情報発信 合計点
スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
役職

気軽に利用でき

る場

交流できる機会

づくり

伝統・文化の継

承

地域の課題解

決

差別のない地域

づくり

 
〈図表 43〉「公民館の役割」についての性別平均値 

男性 3.75 3.81 3.70 3.43 3.45 3.98 3.52 3.78 29.40
女性 3.76 3.74 3.79 3.40 3.47 4.01 3.56 3.86 29.62
合計 3.75 3.79 3.72 3.42 3.45 3.99 3.53 3.80 29.45

性別
気軽に利用でき

る場

交流できる機会

づくり

伝統・文化の継

承

地域の課題解

決

差別のない地域

づくり

スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
情報発信 合計点

 
〈図表 44〉「公民館の役割」についての経験年数別平均値 

0～2 年 3.65 3.72 3.67 3.35 3.42 3.92 3.48 3.75 28.95
3～4 年 3.88 3.85 3.76 3.42 3.47 4.08 3.58 3.88 29.94
5～6年 3.87 3.79 3.71 3.51 3.48 4.16 3.60 3.85 29.87
6年以上 3.87 3.93 3.89 3.60 3.52 4.04 3.65 3.82 30.31

合計 3.75 3.79 3.73 3.43 3.45 3.99 3.54 3.79 29.46

経験年数
気軽に利用でき

る場

交流できる機会

づくり

伝統・文化の継

承

地域の課題解

決

差別のない地域

づくり

スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
情報発信 合計点

 
〈図表 45〉「公民館の役割」についての年代別平均値 

20代 3.6 3.7 3.7 3.6 3.4 4 3.7 3.8 29.5
30代 3.68 3.85 3.66 3.55 3.53 4.02 3.60 3.71 29.51
40代 3.70 3.74 3.76 3.48 3.45 4.00 3.58 3.78 29.52
50代 3.79 3.86 3.72 3.38 3.42 4.00 3.51 3.83 29.55

60代以上 3.77 3.71 3.66 3.23 3.42 3.89 3.39 3.78 28.78
合計 3.74 3.79 3.71 3.41 3.44 3.98 3.52 3.79 29.38

スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
情報発信 合計点

地域の課題解

決

差別のない地域

づくり
年代

気軽に利用でき

る場

交流できる機会

づくり

伝統・文化の継

承

 
〈図表 46〉「公民館の役割」についての居住年数別平均値 

5年未満 3.56 3.67 3.61 3.33 3.33 3.78 3.61 3.67 28.56
10年未満 3.61 3.68 3.73 3.39 3.32 4.00 3.59 3.73 29.05
20年未満 3.69 3.79 3.70 3.44 3.34 4.01 3.55 3.74 29.32
30年未満 3.81 3.83 3.69 3.30 3.52 3.95 3.57 3.78 29.50
30年以上 3.76 3.78 3.73 3.45 3.46 3.99 3.49 3.81 29.41

合計 3.74 3.79 3.71 3.41 3.44 3.98 3.52 3.78 29.37

スポーツ・レクリ

エーション

子どもの愛着心

を育む
情報発信 合計点居住年数

気軽に利用でき

る場

交流できる機会

づくり

伝統・文化の継

承

地域の課題解

決

差別のない地域

づくり
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価する傾向が見られる。長く公民館活動に関

わるほど、公民館の活動について理解が高ま

り、果たしている役割についての評価も積極

的になるのだろう。 
 〈図表 45〉は年代別平均値である。これ

を見ると年代別に傾向がやや異なる。「気軽

に利用できる場」という点については、若年

層よりも高齢者層の方の評価が高い。一方、

「地域の課題解決」及び、「子どもの愛着心

を育む」については、若年層の方の評価が高

くなっている。これは各年代で公民館のイメ

ージが異なることを示しているのではない

だろうか。例えば 60 代以上は「地域の課題

解決」の場というイメージを有しているため、

現状の公民館のあり方にやや批判的である

のかもしれない。一方、若年層、特に子育て

に関わる世代は、子どもとの関わりから公民

館活動を評価しているのではないか。全体と

して、60 代以上の評価がやや低いものとな

っている。 
 最後に居住年数別に見たものが〈図表 46〉
である。全体として、居住年数が長くなるほ

ど、評価が高まる傾向にある。このことにつ

いては、居住年数が長くなるほど、公民館の

利用経験や役員経験の可能性が高まり、その

ことで公民館の果たしている多面的な役割

への認知と評価が形成されていくのではな

いか、という理由づけを行うことができる。 
 
第４節 今後の研究課題 
 ここまで、単純集計の結果と、地域課題・

公民館の役割についての分析を紹介してき

た。今後さらに詳細な分析を進める必要があ

るが、ここで今後の公民館のあり方を考える

ための課題を 2 点挙げる。 
 第 1 に、今回の調査では、公民館及び公民

館主事の役割について肯定的な評価が見ら

れたが、これが飯田市の市民意識をどの程度

代表するものなのか検討を行う必要がある。

今回の調査対象者は、公民館（本館）の委員

や、分館役員など、（課題も含めて）公民館

の活動に理解を持つ人々である。しかし、市

民の中には公民館の活動に参加しない人々、

活動内容を知らない人々も多く存在する。従

来、公民館活動を支えてきた層だけでなく、

それ以外の層に対してどのように働きかけ、

活動へと参加を促すのか、その方略を考える

ためにも、今回の調査結果と市民意識調査と

を比較した分析が必要である。 

 第 2 に、本館と分館の活動の差異の考察で

ある。今回の調査結果からも、本館の委員と

分館の役員との間で、本館の活動に対する意

識に差があることがうかがえた（例えば、〈図

表 42〉など）。現地調査の中でも、「分館活

動が公民館の基本である」という声を何度も

うかがったところである。分館役員の意識構

造を（本館の委員と比較しながら）分析して

いくことで、各地区の中での本館と分館の関

係や、本館の活動が持つ課題が明らかになっ

てくるのではないだろうか。これらについて

は、今後の課題としたい。 
 最後に、今回の調査結果を各地区でフィー

ドバックすることで、公民館活動のあり方を

見直す契機とすることを提言したい。問 3 の

地区公民館の果たしている役割を見ると「ス

ポーツ・レクリエーション」「交流できる機

会づくり」「だれもが気軽に利用し活動でき

る場」など、公民館の交流機能が明らかにな

る一方で、「地域の課題解決」という公民館

が力を入れてきたとされる部分についての

評価は限定的なものに留まった。また問 2 や、

問 4 や問 5 の自由記述の中で、様々な課題へ

の言及も見られるところである。今回の調査

結果を、公民館と地域住民が対話を行うため

のツールとして用い、今後の公民館のあり方

を検討していくことが必要である。今後の共

同学習の中でこの点も深めていくこととし

たい。 
（荻野 亮吾） 
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    4 あまりそう思わない  5 全くそう思わない  

2－② あなたは、公民館の役員（委員）としてやりがいをお感じですか 

     1 非常に感じている   2 まあ感じている   3 どちらともいえない 

     4 あまり感じていない  5 全く感じていない 

2－③ 現在、あなたが担う公民館の役員としての活動に対する印象をお答えください 

     1 非常に活動しやすい      2 活動しやすい          

     3 活動しにくい         4 非常に活動しにくい  

  それはどのような点に感じていますか（自由記述） 

問 3 地区公民館（本館）は、次の点からその役割を果たせていると思いますか 

3－② 各地区へ 1名配置してきている「公民館主事」（市職員）は、問3の役割を公民館が果たすの

に役立ってきたと思いますか 

   1 とても思う      2ある程度思う     3 どちらともいえない 

   4 あまり思わない     5 全く思わない 

3－③ 今後の公民館への市職員の配置について伺います 

1  現状どおり専任の「公民館主事」の配置は必要だと思う 

2 「公民館主事」でなくても地域づくりを担当する職員の配置があればよい 

3  市職員の配置は不要だと思う  

問 4 あなたにとって「公民館」とはどんなところでしょうか。一言でお願いします（自由記述） 

問 5 地区公民館（本館）に対する期待やご意見・ご提言があればお願いします（自由記述） 

果たしている役割 

非
常
に
果
た
し

て
い
る 

あ
る
程
度
果
た

し
て
い
る 

ど
ち
ら
で
も
な

い 

あ
ま
り
果
た
し

て
い
な
い 

全
く
果
た
し
て

い
な
い 

1 だれもが気軽に利用し活動できる場 １ ２ ３ ４ ５ 

2 みんなが交流できる機会づくり １ ２ ３ ４ ５ 

3 地域の伝統や文化を今に活かし継承する １ ２ ３ ４ ５ 

4 学習を通じて地域の課題解決に取り組む １ ２ ３ ４ ５ 

5 多様な価値観を認め差別の無い地域づくり １ ２ ３ ４ ５ 

6 スポーツ・レクリエーションの機会づくり １ ２ ３ ４ ５ 

7 子どもが地域を学び愛着心を育む １ ２ ３ ４ ５ 

8 地域の情報発信（広報） １ ２ ３ ４ ５ 
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